
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】
宮城県では水産業や農業が盛んである一方、少量貨物出荷における効率的な輸送網を確保しにくいことが、地場企業の域外出荷や
販路拡大の制約となっている。今後、東北地方ではドライバーの減少が全国平均を上回るペースで進むと見込まれる中で、同問題は
更に深刻化すると予想される。更に、仙台地域内配送では農業者の高齢化や集荷先の分散、市街地の渋滞等により、配送の非効率が
生じている。本協議会では、モーダルシフトや中継地の活用を通じて、これらの地域物流課題の解決に取り組む。

ラストマイル配送と新幹線/空港を組み合わせたモーダルシフト、次世代中継地開発

事業概要

事業内容

協議会名：仙台ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ・中継地輸送推進 協議会

・新幹線輸送と地域の集配送網をつなぎ、地場企業の販路拡大に貢献
・仙台空港を中継地として活用し、仙台市内向け配送の効率化に貢献

Point

協議会構成員：豊田通商株式会社、株式会社ロジクエスト、仙台市経済局

【目指す未来】

ラストマイル配送と新幹線・空港をシームレス
につなぎ、地域インフラに新たな価値を付加
することで、持続可能な地域物流の形成及び
地域社会への貢献を目指す

【見込める効果】

① 地場企業の販路を拡大:
少量貨物でも、集荷から首都圏の配送先
まで一貫して運べる選択肢を確保

② 仙台市内向けの配送を効率化:
仙台空港を中継地とし、市内流入トラック
や重複配送を抑制

想定事業実施効果
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